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1．グローバルサウス

今回のテーマ

2024年9月18日 ご参考資料

経済・政治面で存在感を高める「グローバルサウス」

近年、紛争などを背景に国際社会分断への懸念が強まる中、グ

ローバルサウスと呼ばれる国々が経済や政治などの面で存在

感を高めつつあり、注目を集めています。今回は、グローバルサ

ウスが注目されている背景などについて、調べてみました。
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グローバルサウスとは、一般に、北半球に多い先進国との対比

から、それより南方に位置する新興国・発展途上国などを指しま

す。代表国として、インドやインドネシア、ブラジル、南アフリカなど

が挙げられ、近年、グローバルサウスは経済や政治などの面で世

界における存在感を高めつつあり、注目されています。

経済面では、今後、グローバルサウスは相対的に高いGDP成長

が見込まれており、2050年には米国や中国といった大国を上回る

経済規模に成長するとの予測もあります。また、政治面について

は、米中対立やウクライナ・ロシア間の衝突などを背景に国際社会

分断への懸念が強まる中、グローバルサウスは中立的な立場を

取っており、国際会議での決議などにおいて、こうした国々の動向

が注目される場面もみられます。

グローバルサウスの中でも、特に大きな存在感を放っているのが

インドで、同国はグローバルサウスの代弁者を標榜しています。

2023年にはインド政府主催で「グローバルサウスの声サミット」が

開催され、同サミットには120ヵ国以上が参加しました。また、G20

（主要20ヵ国・地域）サミットの場においては、同国がアフリカ連合

のG20メンバー入りを提案し、 2023年9月の会合で正式に加盟が

日興アセットマネジメン

トの新人。営業推進部

門に配属され、投信や

経済について勉強中。

グローバルサウスは投資分

野でも注目されており、グ

ローバルサウスに着目した

株価指数や公募投資信託

などが開発されています。

（次のページヘ続きます）
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2．経済面での成長期待の要因

今後、グローバルサウスは、経済や政治など様々な分野

で世界のパワーバランスに大きな影響を及ぼす可能性も

あることから、その動向には要注目ですね！

決定するなど、国際的にグローバルサウスの影響力を強めるた

めの取り組みを続けています。

世界でグローバルサウスの存在感が強まる中、日本政府は「グ

ローバルサウス諸国との連携強化推進会議」を開催し、これらの

国々を国益増進につながるパートナーと位置づけ、今後、国際会

議の機会や、デジタル・自動車といった日本が強みを持つ産業の

支援などを通じて、関係を強化する方針を示しました。

人口ボーナスとは反対に、

少子高齢化などで生産年

齢人口に対する従属人口

の割合が上昇し、経済成

長が阻害される状態を「人

口オーナス」と言い、日本

もこうした状態に陥っている

と考えられます。

グローバルサウスが経済的に大きく発展すると期待されている要

因の一つに、「人口ボーナス」が挙げられます。人口ボーナスとは、

生産年齢人口（15～64歳）に対する従属人口（14歳以下と65歳以

上の合計）の割合が低下し、経済成長が促進される状態を指しま

す。人口ボーナス期には、個人消費が活発になる一方、高齢者が

少なく社会保障費用が抑制されることから、経済が拡大しやすくな

ります。今後、アジアやアフリカの国々を中心に、人口ボーナスに

よる成長の後押しが見込まれています。

また、人口動態以外の成長要因として「中間所得層の拡大」も挙

げられます。近年、アジアを中心に中間所得層が増加傾向にありま

す。所得が低い状態では、消費の中心が生活必需品などに偏って

しまうものの、所得拡大に伴ない生活に余裕が生まれれば、乗用車

や家電、レジャーなど、消費の対象が個人の趣味嗜好に応じたもの

にも拡がり、消費活動が活発化しやすくなると言われています。

さらに、既存のインフラが整っていなかった国々では、先進国で

徐々に発達した技術・サービスをなぞることなく、一足飛びに最先

端の技術・サービスが普及する「リープフロッグ現象」による成長加

速も期待されます。リープフロッグ現象の具体例として、固定電話

が普及していない国でスマートフォンの利用が進んだり、銀行口座

を開設できない人々がモバイルバンキングを活用するなどの事象

が挙げられます。

こうしたことを背景に、グローバルサウスと呼ばれる国々は今後

の加速度的な発展が期待されており、経済的な成長に伴ない、世

界における政治面での存在感もさらに高めていくと考えられます。
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